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   本論文は、「第一部 うつす文学」「第二部 うつされる文学」の二部からなる。「第一部 うつす文学」は、全六
章で、作家以前の文業から、晩年の作品まで主要作品の作品研究を展開する。自己と他者、自国文学と外国文
学との緊張関係による自己像の不安定さにこそ、漱石文学の端緒があると考えるのである。 
   「第一章 最初期の夏目漱石文学における「顔」と「鏡」―『木屑録』と『倫敦消息』論」は、従来関係づけられて
いなかった初期の二作品の関係を、「顔」と「鏡」から分析し、前近代から近代へ、東洋から西洋へ、象徴から写
実へという変容が、漱石の作家的出発と深いつながりがあるするとする。 

















   以上の作品研究は、長い研究史を踏まえつつ、新たな視点を提出しようとした冒険に満ちた論考群であり、申
請者の努力が実った部分と言える。晩年の作についての論考も、今後期待される。  
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「第二部 うつされる文学」は、全四章で、漱石作品を最初に中国語訳した魯迅に照明を当て、漱石と魯迅の
比較文学的考察を深めた部分である。 






   「第九章 夏目漱石『夢十夜』と魯迅『野草』における表現不安の表現方法―「第七夜」と「死後」を中心に」は、
『夢十夜』「第七夜」と魯迅の『野草』の一編「死後」の間に、夢における不安の表現方法において関連が見られる
とし、しかし各文章の結末においては、向う方向のずれが見られると論じている。 
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